
第６節　研究開発及び調査研究の充実

縡　航空交通の安全に関する研究開発の推進

（1）　文部科学省関係の研究

　独立行政法人宇宙航空研究開発機構の研究では，

平成15年５月に科学技術・学術審議会で決定された

「航空科学技術に関する研究開発の推進方策につい

て」において，航空安全の向上に寄与する研究開発

を行い，社会からの要請に応えていくことが目標の

一つとされたことを受け，航空機の運航安全及び機

体構造の安全に関する研究を積極的に推進する。ま

た，国土交通省航空・鉄道事故調査委員会からの依

頼に基づき，調査研究を行い，航空事故等の事故原

因の究明に協力する。

（2）　国土交通省関係の研究

ア　国土技術政策総合研究所の研究

　航空機の離着陸時の安全性向上を目的として，滑

走路等空港土木施設の設計及び施工並びに補修に関

する研究を行う。加えて，ストックマネジメント，

予防保全といったシステムの確立に向けた研究を行

う。

イ　気象庁気象研究所等の研究

　航空交通の安全に寄与する気象情報等の精度向上

を図るため，気象研究所を中心に「上陸台風の構造

変化過程とそれに伴う暴風，豪雨，高潮の発生に関

する研究」，「シビア現象の危険度診断技術に関する

研究」，「非静力学モデル（NHM）の高度化と同化

技術の改善に関する研究」等を行う。

ウ　独立行政法人交通安全環境研究所の研究

　航空機の地上走行中の安全性を向上させるため，

灯火システムによる滑走路等の誤進入防止対策を強

化するための研究等を行う。

エ　独立行政法人電子航法研究所の研究

　航空交通の安全の確保とその円滑化を図るため，

「空域・航空路の容量拡大や安全性の評価に関する

研究」，「混雑空港の容量拡大に関する研究」，「予防

安全技術・新技術による安全性・効率性の向上に関

する研究」，「衛星航法補強システムに関する研究」，

「ヒューマンエラー事故防止技術の開発」等を行

う。

縒　航空事故の原因究明のための総合的な調査研究

の推進

　航空事故及び航空事故の兆候（重大インシデン

ト）の原因究明の調査を迅速かつ適確に行うため，

①飛行記録解析技術の向上，②シミュレーター装置

を利用した解析技術の向上，③航空材料分析技術の

向上，④事故調査報告書データベースの整備等によ

り，総合的な調査研究を推進し，その成果を原因の

究明に反映させる。

第３部　航空交通の安全についての対策
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